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１．はじめに 

マイクロブログ上に投稿されたデータを用い

てユーザの状況を推定し，関連した情報をユー

ザに対してリアルタイムに推奨するサービス[1]

が注目されている．その実現には，ユーザのラ

イフログを解析し，習慣行動を把握することが

重要である．ユーザの習慣行動を推定する研究

[2]-[4]では，マイクロブログの投稿内容に加えて

位置情報を解析する手法[2][3]と，投稿数の変化

を解析する手法[4]がある．前者は，投稿内容と

移動経路を行動履歴として蓄積し，移動先を推

定するが，この手法では移動履歴が必要である

点で汎用性が低い．一方，後者は，投稿内容と

前後の投稿数の変化とを関連付けて習慣行動を

抽出し，指定した時間帯の行動を推定するが，

その精度は投稿数に依存する点に課題がある．

そこで，本研究では，投稿数が少ないユーザを

対象に習慣行動を推定する手法を提案する． 

２．研究の概要 

本研究では，投稿数が少ない時の対応として，

職業ごとに異なる習慣行動[5]に着目し，既存研

究[4]の推定精度を高める手法を提案する．本シ

ステムの概要を図 1に示す．学習部は行動確率モ

デル構築機能と投稿パターンモデル構築機能，

推定部は行動推定機能で構成される． 

２．１ 行動確率モデル構築機能 

本機能では，ユーザの投稿の内容と時間（以

下，投稿履歴）から行動推定に用いる行動確率

モデルを構築する．職業習慣ベクトル作成処理

では，職業ごとのユーザ群の投稿履歴から職業

習慣ベクトル𝑉𝑗𝑜𝑏を作成する．𝑉𝑗𝑜𝑏は，6 次元

（習慣行動）×24 次元（時間帯）の 144 次元で

構成される．習慣ベクトル作成処理では，習慣

行動の分析のために投稿履歴を解析して推定対

象ユーザの習慣ベクトル𝑉𝑢𝑠𝑒𝑟を作成する．職業

習慣補足処理では，𝑉𝑗𝑜𝑏を用いて投稿数が少ない

ユーザの行動情報を式(1)にて補足する．  

𝑽′𝒖𝒔𝒆𝒓 = 𝑽𝒖𝒔𝒆𝒓 × 𝐞 + 𝑽𝒋𝒐𝒃 × (𝟏 − 𝐞)  (1) 

式(1)の e は習慣ベクトルの内容を考慮する割合

を示す．行動推測処理では，職業習慣補足処理

で抽出した行動情報に睡眠中と勤務中を追加し，

ユーザの行動情報を補足する．特徴算出処理で

は，投稿内容から抽出した行動と推定した行動

情報を用いて各時間帯におけるユーザの行動確

率を算出する． 

２．２ 投稿パターンモデル構築機能 

本機能では，ユーザの投稿履歴から抽出した

投稿数の変化と，行動確率モデルに格納した曜

日ごとの各時間帯の行動確率とを関連付ける投

稿パターンモデルを構築する．投稿パターンベ

クトル作成処理では，投稿履歴を用いて指定し

た時間帯のパターンベクトルを作成する．行動

確率付与処理では，投稿パターンベクトルを曜

日ごとの各時間帯に分類し，行動確率モデルを

参照して各行動の行動確率を付与する．クラス

タリング処理では，Ward 法を用いて，類似する

投稿パターンベクトルから特徴的なベクトルを

抽出し，投稿パターンモデルを構築する． 

２．３ 行動推定機能 

本機能では，推定対象時間とマイクロブログ

の投稿群を入力とし，推定対象時間の行動を出

力する．行動推定処理では，行動確率モデルと

投稿パターンモデルに基づき，指定した時間帯

におけるユーザの行動を推定する． 

 
図 1 本システムの概要 
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３．実験 

 本システムの有用性を確認するため，マイク

ロブログの 1 つである Twitter を解析対象とし，

行動推定精度を評価する． 

３．１ 実験内容 

 既存手法[4]と提案手法の行動確率の推定精度

を F 値にて比較する．本実験では，習慣行動に

基づく行動推定手法の有効性の評価を目的とす

るため，実験データとして規則的な生活リズム

があると思われる社会人ユーザを採用した．習

慣行動は，既存研究[4]を参考に出勤中，勤務中，

帰宅中，睡眠中，食事中とその他の 6種類とした．

投稿数の少ないユーザでの有効性を評価するた

め，ユーザの投稿の中から無作為に 1,000，5,000，

10,000，30,000 件の投稿を抽出して行動推定を行

い，精度を評価した．ユーザの行動の正解デー

タは，全投稿履歴を人手で解析して設定した． 

提案手法では，職業習慣補足処理において，

職業習慣ベクトルを用いて，解析対象ユーザの

行動情報を補足する．本実験では，式(1)のパラ

メータ eを決定するため予備実験を実施した．予

備実験の結果を図 2 に示す．結果より，1,000 件

は e=0.6，5,000 件は e=0.8，10,000 件は e=0.9，

30,000 件は e=0.7 の時に最良の結果が得られた．

そのため，本実験では，それぞれの最良の値を

最適値として処理を行う．  

３．２ 結果と考察 

本実験の結果を表 1に示す．表 1に示す通り，

ユーザの投稿件数が 1,000，10,000，30,000 件の

場合に提案手法の方が高精度であることが分

かった．特に 1,000 件時の精度は大きく向上して

おり，提案手法の方が，出勤中で 0.58 ポイント，

勤務中で 0.23 ポイント，帰宅中で 0.11 ポイント

向上した．これは職業習慣を考慮することで，

社会人の規則的な生活リズムの特徴が表れたか

らであると考えられる．10,000 件と 30,000 件時

にも平均で 0.05 ポイント精度が向上しているこ

とから，提案手法は投稿数が多いユーザに対し

ても有用であることが分かった． 

提案手法において精度が低下した行動は，職

業習慣での補足によってユーザごとの特徴が失

われたためであると考えられる．この点に関し

ては，行動に応じて職業習慣による補足の有無

の選択や投稿時間の傾向を考慮した補足手法の

検討などを行う必要があると考えられる． 

４．おわりに 

本研究では，マイクロブログの投稿履歴に加

え，職業ごとの習慣行動を考慮することで，投

稿数の少ないユーザでも行動の推定が可能とな

る手法を提案した．評価実験の結果より，投稿

数が少ない場合に提案手法が有用であることを

確認した．今後は，実験対象のユーザ数を増や

して評価実験を行い，提案手法の汎用性を確認

する予定である． 
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図 2 投稿データ数ごとのパラメータ eの最適値 

 

表 1 行動推定の結果 

 投稿数ごとの F値 

1,000件 5,000件 10,000件 30,000件 

既

存 

手

法 

睡眠中 0.54 0.74 0.82 0.85 

出勤中 0.07 0.69 0.71 0.85 

勤務中 0.18 0.61 0.54 0.81 

食事中 0.67 0.73 0.72 0.78 

帰宅中 0.48 0.59 0.58 0.59 

その他 0.16 0.44 0.46 0.53 

平均 0.35 0.63 0.64 0.73 

提

案

手

法 

睡眠中 0.61 0.82 0.89 0.87 

出勤中 0.65 0.73 0.76 0.84 

勤務中 0.41 0.56 0.58 0.83 

食事中 0.73 0.74 0.80 0.83 

帰宅中 0.59 0.51 0.58 0.67 

その他 0.15 0.44 0.50 0.62 

平均 0.52 0.63 0.69 0.78 

 

0.35

0.40

0.45

0.50

0.55

0.60

0.65

0.70

0.75

0.80

0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0

1,000件

5,000件

10,000件

30,000件

F
値

パラメータe

Copyright     2015 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.1-524

情報処理学会第77回全国大会


